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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 8－arginine vasopressin（AVP， ADH：抗利尿ホル

モン）のradioimmunoassay（RIA）を開発し，本法の

臨床応用評価を確立する．

 方法

 1）研究方法 必要な抗血清を作製し，その基礎評価

を行ったうえでRIAを確立する．測定材料の前処理条

件の検討および諸条件下採取検体を用い本RIAの臨

床応用評価を行う．

 2）実験方法 血漿の前処理法；血漿中AVPを塩

酸酸性下SEP・PAK C、8ミニカラム，メタノールを用

いて抽出し，溶出残渣溶解液をRIAに供する． RIA：

抗体および標識抗原を添加後4℃で各一夜反応させ
る．

 3）対象および方法 正常値；健常成人（以下同様）

65例，体位変化，水負荷および高張食塩水負荷試験；

各6例，ニコチン負荷試験；3例，下垂体性尿崩症

（DI）；16例，抗利尿ホルモン分泌異常症候群

（SIADH）；2例．

 4）実験材料 抗AVP抗体；家兎に免疫し作製，そ

の他；市販品

 結果

 1）抗体の特異性 AVPに特異的に反応し，LVPお

よびその他類似ペプチドにはほとんど反応しなかっ

た．

 2）AVPの測定血漿AVPの抽出；AVPは
SEP・PAK C18カラムーメタノールで抽出され，一方

Sephadex G－25カラム分画実験からもAVP様免疫活

性物質は除去されることがわかった．高感度化；エ251－

AVPの遅延添加により約6倍の感度上昇を得た．検

量線；0．05～8．Opg／tube，回収率；87．！±8．8％，精

度；7．85～14．4％，8．24～13．8％（アッセイ内，間）

であった。希釈試験；1～1／32で良好な平行関係が得ら

れた．保存安定性i；凍結1ヵ月間は安定であった．

 3）臨床応用正常値；0．30～4．20pg／mlであっ

た．体位変化；立，坐，臥位の順に低下した．水負荷

試験；立，臥位とも負荷後30，60，90分で低下した．

高張食塩水負荷試験；負荷前の平均約1．6倍に上昇し

た．ニコチン負荷試験；負荷前の6～200倍に上昇し

た．血漿AVP値と浸透圧；Y＝0．116X－31．7の関係

が得られた．尿崩症；全例0．30pg／ml以下（血漿0．5

ml），2ml使用の場合1例で0．31pg／ml，12例で

0。03～021，3例で0，03未満であった．

 SIADH；7．1，13．4pg／mlであった．

 考察

 作製した抗体は類似ペプチドとの交叉率が低いこと

からAVP分子全体構造を認識するものと推測され

た．AVP様免疫活性物質量（3．24pg／m1）はRobertson

らのそれ（アセトン抽出法，3．14）とも一致すること

から，直接RIAでの非特異妨害物質（3。43）は完全除
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去しうるものと考えられた．また本RIAはアセトン抽

出法にも適用しうると考えられた．健常人値は10g分

布し0．3～4．20pg／ml（mean±2SD）を正常値とぎめ

た．体位の影響を受けるため一定採血条件が必要で

あった．本法はDI患者のAVPを正常値と区別して測

定しうるため，煩雑な水制限試験なしで診断に応用可

能と思われる．

 結論

 確立した測定系は高感度で，尿崩症等の臨床診断に

応用可能で有用な血漿AVPの測定法であると考えら

れる．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，arginine vasopressin（AVP）の高感度のradioimmunoassay法を開発し，それにより健常成人

血中AVP値の測定が可能であり，尿崩症等の診断上極めて有用であることを示したもので，臨床医学上価値

あるものと認める．
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